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❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

焼
き
戻
し
作
業

硬
さ
検
査
を
す
る
た
め
に
加
工

材
を
抜
き
取
ろ
う
と
し
た
時
、

温
度
が
高
い
た
め
に
作
業
者
が

手
指
を
火
傷
す
る

シ
ョ
ッ
ト
作
業

テ
ー
ブ
ル
式
シ
ョ
ッ
ト
機
の
テ
ー

ブ
ル
を
回
転
さ
せ
た
ま
ま
作
業
を

行
っ
て
い
た
た
め
、
作
業
者
の
服

が
巻
き
込
ま
れ
負
傷
す
る

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　

  演
習
    
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）
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❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

浸
炭
炉
へ
の

装
入
・
装
出
作
業

扉
が
開
い
た
と
き
に
パ
イ
ロ
ッ
ト

バ
ー
ナ
ー
が
消
え
て
い
て
フ
レ
ー

ム
カ
ー
テ
ン
に
着
火
せ
ず
、
充

満
し
た
ガ
ス
に
引
火
し
て
小
爆

発
し
作
業
者
が
火
傷
す
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー
の
先
端

部
外
周
を
カ
バ
ー
し
、
消
え
に
く

い
構
造
に
す
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー
の
着
火
状
態
を

ウ
ル
ト
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
ま
た
は
フ
レ
ー

ム
ロ
ッ
ド
で
連
続
的
に
監
視
し
、
火
が

消
え
た
場
合
は
扉
が
開
か
な
い
機
構

に
す
る

ウ
ル
ト
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
フ

レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
の
定
期
メ

ン
テ
ナ
ン
ス

浸
炭
炉
へ
の

装
入
・
装
出
作
業

装
出
時
に
フ
レ
ー
ム
カ
ー
テ
ン
の

炎
が
治
具
の
金
網
に
着
火
し
て

燃
え
上
が
り
、
近
辺
の
着
火
物

に
引
火
し
て
火
災
が
発
生
す
る

装
出
時
は
作
業
者
が
立
ち
会

い
、
着
火
し
た
場
合
は
消
火
器

で
消
火
す
る

加
工
材
装
出
中
は
フ
レ
ー
ム
カ
ー
テ

ン
の
燃
焼
を
一
時
的
に
遮
断
し
、
装

出
後
に
自
動
着
火
す
る
機
構
に
す
る

ウ
ル
ト
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
フ

レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
の
定
期
メ

ン
テ
ナ
ン
ス

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

ガ
ス
浸
炭
焼
き
入

れ
作
業

炉
内
か
ら
油
槽
上
へ
の
搬
送
時

に
停
止
位
置
が
ず
れ
、
加
工
材

が
斜
め
に
な
っ
て
油
に
浸
か
り

火
災
が
発
生
す
る

搬
送
系
統
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の

定
期
点
検

ベ
ー
ス
ト
レ
イ
の
寸
法
・
変
形

の
定
期
検
査

油
槽
上
に
停
止
位
置
検
知
装
置
を
設

置
し
、
異
常
時
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

作
動
し
な
い
構
造
に
す
る

ウ
ル
ト
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
、
フ

レ
ー
ム
ロ
ッ
ド
の
定
期
メ

ン
テ
ナ
ン
ス

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

ガ
ス
浸
炭
焼
き
入

れ
作
業

油
槽
の
熱
交
換
機
の
配
管
に
亀

裂
が
発
生
し
、
油
中
に
水
分
が

多
量
に
混
入
し
て
沸
騰
爆
発
し

作
業
者
が
火
傷
す
る

熱
交
換
機
は
内
部
を
定
期
的
に

清
掃
す
る

熱
交
換
機
の
耐
圧
試
験
を
定
期
的
に

行
う
。

油
中
の
水
分
量
の
管
理
値
を
決
め
、

定
期
的
に
測
定
す
る

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

ガ
ス
浸
炭
焼
き
入

れ
作
業

小
物
部
品
を
密
に
詰
め
込
ん
だ

た
め
表
面
積
が
多
く
な
り
、
焼

き
入
れ
時
に
炎
が
吹
き
出
し
て

作
業
者
が
火
傷
す
る

ア
イ
テ
ム
毎
の
積
載
標
準
を
作

成
し
、
作
業
者
に
教
育
訓
練
を

行
う

ア
イ
テ
ム
毎
に
使
用
す
る
治
具
、
セ
ッ

ト
方
法
、
セ
ッ
ト
数
量
を
決
め
て
作
業

標
準
を
作
成
す
る
。

作
業
標
準
に
つ
い
て
作
業
者
全
員
に

教
育
訓
練
す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

機
械
の

点
検
修
理
作
業

炉
内
で
の
保
全
工
事
に
て
ガ
ス

が
洩
れ
て
い
た
た
め
、
作
業
者

が
酸
欠
状
態
に
な
る

炉
内
で
の
作
業
は
送
風
条
件
下

で
行
う

炉
内
で
の
保
全
作
業
は
酸
素
計
を
携

帯
し
、
送
風
条
件
下
で
複
数
名
で
行

う

供
給
ガ
ス
ラ
イ
ン
の
遮
断

を
二
重
バ
ル
ブ
構
造
に
す

る
△

△
Ⅱ

×
○

Ⅱ

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

洗
浄
作
業

炭
化
水
素
系
洗
浄
油
が
引
火
点

以
上
に
加
熱
さ
れ
、
空
気
に
触

れ
て
引
火
し
作
業
者
が
火
傷
す
る

温
度
調
節
計
・
ヒ
ー
タ
ー
の
定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う

洗
浄
油
が
空
気
に
触
れ
な
い
よ
う
、

洗
浄
油
の
循
環
ラ
イ
ン
全
体
を
密
閉

構
造
に
す
る

焼
き
戻
し
作
業

加
工
材
の
凹
み
部
に
残
留
し
た

洗
浄
油
が
気
化
し
て
着
火
し
、

作
業
者
が
火
傷
す
る

洗
浄
時
に
加
工
材
の
凹
み
部
は

横
に
し
て
油
が
残
ら
な
い
よ
う
に

す
る

焼
き
戻
し
前
の
注
意
点
と
確
認
事
項

を
標
準
化
し
、
作
業
者
に
教
育
訓
練

を
行
う

新
人
配
属
時
は
標
準
書
に

よ
る
教
育
訓
練
を
確
実
に

実
施
す
る

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

焼
き
戻
し
作
業

硬
さ
検
査
す
る
た
め
に
加
工
材

を
抜
き
取
ろ
う
と
し
た
時
、
温

度
が
高
い
た
め
に
作
業
者
が
手

指
を
火
傷
す
る
。

加
工
材
を
抜
き
取
る
と
き
は
手

袋
の
着
用
を
徹
底
す
る
。

焼
き
戻
し
が
終
了
し
た
加
工
材
は
、

強
制
空
冷
装
置
に
て
一
定
時
間
冷
却

後
、
次
工
程
に
移
動
す
る
。

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

シ
ョ
ッ
ト
作
業

シ
ョ
ッ
ト
時
の
扉
を
開
け
た
と

き
に
粉
じ
ん
を
吸
い
込
み
、
呼

吸
器
系
の
健
康
障
害
を
引
き
起

こ
す

作
業
中
は
保
護
メ
ガ
ネ
と
マ
ス

ク
の
着
用
を
徹
底
す
る

集
じ
ん
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
項
目
を
日

常
と
定
期
に
区
別
し
て
実
施
す
る

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

シ
ョ
ッ
ト
作
業

テ
ー
ブ
ル
式
シ
ョ
ッ
ト
機
の
テ

ー
ブ
ル
を
回
転
さ
せ
た
ま
ま
作

業
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
作
業

者
の
服
が
巻
き
込
ま
れ
負
傷
す

る
。

作
業
時
に
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
回

転
を
必
ず
停
止
さ
せ
る
。

シ
ョ
ッ
ト
機
の
扉
が
開
い
た
ら
、
テ
ー

ブ
ル
の
回
転
が
停
止
す
る
構
造
に
す

る
。
万
が
一
を
想
定
し
、
作
業
者
の

手
元
に
は
緊
急
停
止
ス
イ
ッ
チ
を
設

置
す
る
。

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

シ
ョ
ッ
ト
作
業

重
量
物
を
吊
り
上
げ
る
治
具
に

亀
裂
が
発
生
し
、
吊
り
上
げ
時

に
破
断
し
て
加
工
材
が
落
下
し

作
業
者
が
負
傷
す
る

目
視
に
て
亀
裂
の
有
無
を
検
査

す
る

吊
り
治
具
は
定
期
的
に
非
破
壊
検
査

を
行
い
、
亀
裂
の
有
無
を
確
認
す
る

非
破
壊
検
査
標
準
書
の
定

期
見
直
し
と
実
施
し
た
結

果
を
管
理
者
が
確
認
す
る

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　


